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概 要
紙媒体としての書物は創成期において写本という行為が主だったために、紙で作るパッ
ケージに重きが置かれていた。その後世界の三大発明の一つである印刷術1の発明による複
写術が発達した結果、ハードウェアとしてのパッケージの技術的進化はその印刷術の高度
化に合わせるように漸進的に進歩してきた。その技術的進化と同時に、ソフトウェアの範
囲も広がりを見せて、初期段階では記録的意味合いに重きを置いていたものが、宗教的色
彩が強くなることで権威の象徴､権力闘争の道具に使われるようになった（Pearson,2011）。
その後自然科学・社会科学・人文科学そして一般大衆向けの娯楽性の高いものへと広範な
知識や文化の情報の伝達手段、文化教養の礎としての広がりを見せることとなった2。
情報伝達媒体のひとつである紙の書物は、果たして電子の書物に転換するのであろうか。
情報伝達媒体におけるデジタル化の流れは、二十世紀後半に入って加速度を上げて私たち
の生活の一部に溶け込んできた。そこではアトム（物質）とビット（情報）（Negroponte，
1995）が拮抗し、ビットの優位性が表出するとアトムに主軸を置いていた既存企業におい
て軌道修正を迫られたり、マーケットから退場させられたりしている状況が散見されるよ
うになった。このようにして新たな企業が価値を創造し価値の獲得を目指して、新たなマ
ーケットを創出してきた。まさに Schmupeter（1942）の創造的破壊による新陳代謝が起
きたのである。
1 広辞苑によると世界の三大発明は活版印刷、羅針盤、火薬
2 出版編集技術下巻,1980 pp318－320
2この論文の論点はアトムにおける役割分担を担った各分野の既存企業が、ビットの世界
ではどのように転換するのかについての嚆矢として、まず情報伝達媒体である紙の書物に
焦点を当てて、コンテンツであるソフトウェアとパッケージであるハードウェアが一体化
した中で価値を創造し価値を獲得するプロセスを考察し、その相互依存関係について明確
化することである。
日本における出版関連産業としての印刷製本分野の役割分担と出版流通の仕組みを考察
することで、世界と比した日本の特殊性を明示する。そしてこの仕組みによって作りあげ
られる製品価値を高めるための方法論が諸外国と相違していることに着目し、特にそのハ
ードウェアにおける価値の創造と獲得を、紙でしか実現できない業種として製本・紙加工
に焦点を当てて考察する。なぜならその製品に対する価値の創造と獲得が、いつのまにか
逆転している点にも疑問を感じているためである。すなわち工程イノベーションによって
製品の品質を向上させ機能的価値を上げることが、逆に自身の価値を下げることになって
いるのではないかという疑問にもつながっている。また紙媒体における書物のハードウェ
アの価値創造と獲得が、ソフトウェアとどのような相互依存関係にあるのかを考察するこ
とで、ハードウェアにおける機能的価値だけでなく、ソフトウェアに働きかける意味的価
値（延岡，2006）の存在を明らかにする。
実務的インプリケーションとして製本専業者にとって重要なファクターである価値創
造・獲得につながる意味的価値こそが専業者のレーゾン・デートル(塚田,2001；存在意義)
になることを明確化し、また現在起きているアトムからビットへの移行によって、ますま
す紙でできた書物に包含している価値がハードウェアとソフトウェアを含めた総体の価値
創造と獲得には重要であることを明らかにする。
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6第一章 はじめに
この論文における視座は情報を伝達する媒体としての紙、特に書物による価値創造、そ
れも紙という素材加工のみでしか価値創造と獲得をなしえない製本、紙加工に焦点を絞り、
モジュラー化の流れとデジタル化による電子書籍の台頭によって、その価値形成がどのよ
うに変質してきたかというプロセスを考察し、果たして紙の書籍はなくなるのだろうか、
という課題への解として、『紙の書物はなくならない』という前提の下で議論を展開する。
ここでいうハードウェアは紙で出来たパッケージとしての書物を指し、ソフトウェアとは
その内容であるコンテンツと規定する。
紙を使う情報伝達媒体がほかの媒体と違うのは、ハードウェアとソフトウェアが一体と
なっていることにある。ＴＶ・ラジオ・音楽/映像再生機といった情報を伝達する製品は、
すべてハードウェアとソフトウェアが別々のプロセスを経て製造される製品として、それ
ぞれが価値を創造し獲得を実践している。
一方で書物というパッケージはソフトウェアに適したハードウェアあるいはハードウェアに
適したソフトウェアといった、お互いの性質や目的をすり合わせて、ハードウェアとソフトウ
ェアを掛け合わせた全体として価値を創造し、その結果として価値の獲得に成功している。こ
の点が他の情報伝達媒体と比較した場合に特に大きな相違点として注目される（図1・2参照）。
例えば週刊雑誌というジャンルの本は輪転印刷による並製本という仕様で作ることで短時
間に大量生産ができる。他方では事典や辞書のように繰り返し使いこまれるものの場合は、
堅牢や頑丈さが求められるために、上製本という本文を糸で縫いつけて表装部はハードカ
バーあるいはビニールカバーで耐久性を保持する製本仕様で作り込まれている。
図 1【書物の価値創造の形態】
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ドウェアの機能的価値が相対的に上
における価値に差異が生じ、ハード
るいはハードウェア自体が全く別の
ドウェアの変質に左右されて、その
識である。
現代において、デジタル化の影響
トウェアのみを情報配信しようとす
であるコンテンツが流通しているも
正しいのか。それは分離して電子で
価値づくり
ハードウェア
（コンテンツ）
情報伝達媒体：
紙媒体
個々
図 2【媒体による価値創造の違い】
出所：著者作成7
ら一定期間はハードカバー(本製本)仕
製本）仕様で作られている。言い換え
することで、読者層の幅を広げる役目
としてのハードウェアとソフトウェア
ハードウェアを選択することによって
ての全体価値の獲得に結び付けている
みるとソフトウェアの価値をハードウ
くというよりはハードウェアの機能的
すり合わせることによってソフトウェ
ある。すなわち、技術革新が進むこと
がった結果、ソフトウェアとハードウ
ウェア自体の価値を下げてしまったの
物に置き換わった場合に、ソフトウェ
価値を増減するのではないかという点
でこのソフトウェアとハードウェアを
る試みがなされている。実際に分離し
のも増加している。その状況で果たし
配信した場合にハードウェアであるリ
ソフトウェア
ハードウェア
一体化情報伝達媒体：
ＴＶ・ラジオ・
ＰＣ・携帯端末ソフトウェア立てで製本され、
るならば単行本
を担っている。
の関係は、使用
ソフトウェアの
ビジネスモデル
ェアに乗せて価
価値が低いため
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によって、ハー
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8がない分、電子の方が安いはずである。ところが実際にはハードウェアによって逆に電子
の方が高いものが存在する。例えば京極夏彦の「死ねばいいのに」は単行本で\1785、文庫
本で\760 そして電子版では\945 である3。映像や音楽はどうであろうか。映像ではプロバ
イダー契約によっては無料配信されるものがあるが4、ハードウェアの DVD で購入すると
安くても￥1000 ほどはかかる。音楽はアップルが有名だが配信でダウンロードすると1曲
あたり\150〜200で 1枚分だと\2100 程度で済むが、パッケージとしての CD で購入すると
\3500 である5。ハードウェアである方が高い。これらの事象を見るとコンテンツであるソ
フトウェアにおいて何の変化がなくても、ハードウェアの変化によってソフトウェアをか
らめた製品価値が変化している。すなわち、ハードウェアがソフトウェアを規定するとい
うことがいえるのではないだろうか。
現在日本の情報伝達媒体におけるイノベーションとして「アトムからビットへ」
（Negroponte，1995）という時代の転換点に差し掛かっている。この時代背景において今
まさに議論が沸騰しているのは、デジタル化による情報伝達媒体におけるハードウェアと
ソフトウェアが一体化した製品を分離させた状態で、価値創造・獲得のプロセスをいかに
構築するのか、またハードウェアはいかにして紙から電子、アナログからデジタルへ移行
していくのか、といったソフトウェアとハードウェアが分離した状態についての考察であ
る。この点に関して、この論文のはじまりは紙と電子のトレードオフの問題として議論す
ることではなく、ソフトウェアとハードウェアが一体化して価値獲得してきた紙媒体が、
複写術の発明以降約 500 年以上の長きにわたって市場にとどまることができたのか、とい
う疑問点が起点となっている。そしてこの論文における論点は、ハードウェア自体のアト
ムからビットへの転換にあるのではなく、ハードウェアとソフトウェアの価値を生み出す
関係に焦点を当てているのである。つまり、ハードウェアの価値の創造がソフトウェアに
対する価値の創造に積極的な働きかけをすることで、全体として価値を獲得することに成
功しているということなのである。特にパッケージとしてのハードウェアの価値創造は、
延岡（2006）の意味的価値による定性的な、感性的価値の創造に結び付けることで、より
一層価値創造の安定化を進めることができる。また実務的知見としての考察は、成熟化が
すすむ産業でハードウェアにおける各レイヤーの専業者の役割とその存在が、ソフトウェ
3 アマゾンホームページ調べ
4 GyaO ネット配信映像サービス
5 アマゾンホームページ調べ
9アの価値獲得にどのように影響するのかを、専業者のレーゾン・デートル（存在意義）に
着目し、実務のインプリケーションとして求めるものである。
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第二章 先行研究
技術革新論の創始者として知られる Schmupeter（1934）は新結合を定義し、また「創
造的破壊」が新たな価値を創造するイノベーションであることについて説いている。また
Abernathy and Utterback（1978）はイノベーションを製品イノベーションと工程イノベー
ションに二分し、製品としての主要機能と要素技術そして全体の方向性としてのドミナン
トデザインが確定し、その後生産性の向上とイノベーションの発生頻度の間にトレードオ
フの関係が生じる。これを生産性のジレンマ（Abernathy，1978）という。このように価
値づくりのプロセスにおいてイノベーションは欠かすことのできない事象であるが、それ
は製品全体を捉えている議論である。また価値づくり（延岡，2006）では機能的価値と意
味的価値に価値を二分した議論を展開し、その総和が顧客価値を創造していると論じてい
る。製品アーキテクチャ（Baldwin and Clark，2000）による製品間の接合の仕方を規定し
た考察もあるが、これらに共通するのは、同じように製品全体としての価値の形成であり
価値づくりである。しかし、その一方ではコンテンツを創る産業とパッケージを作る産業
では、それぞれの価値を先述の理論に則って価値づくりしつつ、お互いに影響し合って価
値のすり合わせを行っているのではないかという疑問が浮かぶ。すなわち１+１が 2になっ
たり、3 になったりあるいは 1.5 になったりと、コンテンツであるソフトウェアとパッケ
ージであるハードウェアのそれぞれの価値づくりが、互いに影響し合って価値を創造して
いるという要件に対しての議論には、そのつながりについての論点で不足しているのでは
ないかという議論である。その結果、このハードウェアとソフトウェアが一体化すること
によって創造する価値は、それぞれが単独で創造している価値の総和とは等しくならない、
という命題が出現する。
第一節 製品アーキテクチャにおけるモジュール化とコモディティ化の関係
モジュール化についての定義とコモディティ化に関しての定義について議論する。まず
モジュール化（青木，2002）とは半自律的なサブシステムであって、他の同様なサブシス
テムと一定のルールに基づいて互いに連結することにより、より複雑なシステムまたはプ
ロセスを構成するものである。そして、一つの複雑なシステムまたはプロセスを一定の連
結ルールに基づいて、独立に設計しうる半自動的なサブシステムに分解することをモジュ
ール化と定義している。この前段では Baldwin and Clark（2000）は製品を構成する個々
の部品や要素間のつなぎ方、製品としてのまとめ方を製品アーキテクチャといい、部品間
特性を軸として相互依存性が弱いあるいは独立性が高いかによってモジュラー型とインテ
グラル型に分類し、ある製品システムのアーキテクチャがインテグラル型な領域から相対
的にモジュラー型な領域へとシフトすることをモジュール化と定義されている。また藤本
（2004）はこのインテグラル型をすり合わせ型、モジュラー型を組合せ型と定義し1対 1、
多対１、あるいは多対多というような組み合わせによるものであり、日本の自動車産業が
得意とするのはすり合わせ型アーキテクチャである定義としている。
ここまで見てきたように、製
における概念であるが、後工程
めに、製品設計思想が製品自体
おいて相関関係をなしている。
業が増加し、商品の差別化が困
どに価格低下することと定義し
なり、製品やサービスにおける
上げてみても顧客側からすると
化と定義している。モジュール
別化が困難となり、参入企業の
ィティ化する。また延岡（200
ジュール化によるインタフェイ
付加価値が低下する。また中間
れ調達が容易になるとか、シス
く。そして最後に顧客価値の頭
図
出所：延岡(2006)より3【部品間特性】11
品アーキテクチャの概念は生産過程から遡って、開発過程
である生産工程以降に対しての影響が甚大である。そのた
を左右し、その結果、産業・企業の価値創造、価値獲得に
一方、コモディティ化に対しては、延岡（2006）は参入企
難になり、価格競争の結果、企業が利益を上げられないほ
、恩蔵（2007）は企業間における技術水準が次第に同質と
本質的部分での差別化が困難となり、どのブランドを取り
ほとんど違いを見出すことが出来ない状況をコモディティ
化が進むと組み合わせが容易となり、製造工程における差
増加を招き、価格競争に陥りやすくなる、すなわちコモデ
6）はコモディティ化する要因を次のように論じている。モ
スの単純化や標準化によってアーキテクチャが容易となり
財の市場化によって、モジュール（部品）の市場が形成さ
テム設計が標準化され購入できることで付加価値低下を招
打ちが起きる。すなわちこだわりの価値や自己表現性の低
さといった、定量的な競争のみで、定性的な価値の評価がなされなくなってしまう。これ
らのことが原因でコモディティ化すると論じている。
またインテグラル型かモジュラー型かを決定する要因の一つに市場の成熟化がある。す
なわち、市場が成熟化するとモジュール化される傾向にある（Henderson and Clark,1990）。
このようにして製品アーキテクチャにおけるモジュール化は経済活動における自然の流
れの中で発生する要因と考えられる。しかし、製品の中にはモジュール化しない製品、た
とえば先述した自動車のようにインテグラルに留まる製品も存在する。
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ﾊﾟｿｺﾝの顧客価値
高
低
ｲﾝﾃｸﾞﾗﾙ
図 4【製品アーキテクチャ】
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これは図 4 に示されるように顧客価値とコストの
またこのことは単に製品としての機能的な価値が上
（willingness to pay 支払意思額）を容認するわけ
っていると解釈することができる。すなわち、単純
く、デザインやこだわりといった定性的で多義的な
のみで競争すると早い段階で過当競争になってしま
法の一つが複雑な顧客価値を創造することにある。
値基準を一新するような新たな価値基準の創出とも
高い価値、すなわち意味的価値（延岡,2006）である
出所：延岡(2006);近能(2010)を一部修正差である
がること
ではなく
に数字で
価値の出
う可能性
この顧客
うひとつ
。付加価値が高いことを意味し、
に対して顧客が負担すること
、別の価値に対して対価を払
表すことが出来る機能ではな
現である。顧客価値を機能軸
が高いが、これを回避する方
価値の複雑性とは、既存の価
は先述した定性的な多義性の
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第二節 機能的価値と意味的価値
意味的価値とは顧客の感性や感覚に訴える定性的、暗黙知的（野中,1996）、主観的な価
値のことで、先述した感覚や驚き、歴史的な価値基準として経験価値 （Schmitt.2004；長
沢,2005；2006；2007）、物語性や希少性、サービスといった情緒的な品質価値（遠藤, 2007）
など多くの学術的定義がなされている価値である。商品として顧客に提供される顧客価値
は基本的に機能的価値と意味的価値を有している。そしてこの顧客価値を評価する際に意
味的価値の有無を論じてもあまり意味がない。商品全体の価値の大きさと機能的価値と意
味的価値の比率を評価することが重要である（延岡，2011）。延岡（2006；2011）における
価値づくりの最大のポイントは、機能的価値と意味的価値を意識的に区分し、機能的価値
の上に積み上がる意味的価値の重要性を説いている点にある。また楠木（2006）は価値次
元の可視性という概念を用いてコモディティ化を回避する方法をブラックボックス化する
こととして論じている。価値次元の可視性とは企業と顧客の双方がイノベーションの価値
を特定し、そのもとで少数の次元に基づいて把握できる程度を表している。そしてコモデ
ィティ化を阻止するには意図的に可視性を低下させることが必要であると説いている。こ
れらの定義に共通しているのは、定量的に数値化される機能や性能といった側面での差別
化戦略ではいずれはコモディティ化してしまうため、新たな軸による差別化戦略を有する
必要があるということである。それが延岡の感性や感覚的、定性的な暗黙知の価値である
ところの意味的価値である。
ではどのようにして意味的価値を獲得することができるのか。もう一度ここで延岡（2011）
の価値づくりについて考察する。価値づくりのためには極限までものづくりを追求するこ
とは必要条件である。しかしこれだけでは価値づくりはできない。価値づくりに重要なの
は意味的価値である。意味的価値を創出するには積み重ね技術を活用し、すり合わせ型商
品のメリットを生かすことが重要である。単発的な技術開発、革新的技術による機能的価
値の創出だけでは長期的な差別化は困難である。そこで競合他社が真似しようとしても真
似できない、時間をかけて積み重ねた組織能力が大事である。またこの積み重ね技術と革
新的技術の相乗効果を得るためには商品コンセプトリーダーへの権限委譲とデザインマネ
ージャーの重要性を指摘している。これらの一連の流れによって価値づくりが具現化され
るのである。
さて、ここまでの先行研究によって意味的価値が重要なファクターであり、デジタル化
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における価値創造の再定義としての手掛かりであることが読み解くことが出来た。そして
ハードウェアにおける意味的価値が価値創造と獲得の次元であらゆる日本企業が実現でき
にくいことに対して今まさに、この意味的価値の追求が問われているのである。
この論文における課題として掲げた、ソフトウェアであるコンテンツの価値とハードウ
ェアであるパッケージの価値の総和は、それぞれ単体としての価値の総和と等しくないと
いう仮定と、パッケージとしてのハードウェアの価値の創造獲得が変質することによるソ
フトウェアの価値が規定されるという二点の仮説に関して、ハードウェアによる意味的価
値の創造が、ソフトウェアに影響を与えた結果として起きる事象であると結論付けられる
のではないだろうか。これはデジタル時代におけるハードウェアとソフトウェアを分離し
て価値創造獲得するプロセス中では、今後の電子化を加速させるのか鈍化させるのかに結
び付く議論としては新たな試みである。
第三節 コンテンツにおける先行研究
情報のデジタル化は基本的にコンテンツにおける事象として研究、論議されてきた。し
かしその伝達する媒体における変化についての議論はデジタル側の視点で考察されるもの
ばかりで、人口に膾炙された紙の本に対するものは全く見向きもされない。
中西（2011）によると学術出版における電子化の影響は先述した印刷産業のデジタル化
の技術的な転換によって大きく変化し、その学術的知見の幅を大きく広げることに成功し
たとしている。また情報とコンピューターの関係を論じた情報社会学という分野の梅棹
（1988）の『情報の文明学』では情報化社会が農業、工業に次ぐ第三の社会形態であるこ
とを指摘し、その後の Alvin（1980）の『第三の波』に続き、加納（2007）の『情報社会論』
では情報社会の進展に伴う社会構造の変化について、インターネットを中心に論じている。
これらは情報化社会前と以降における社会的な変化について論じている。またメディア論
として山口（2007）の『メディア学の現在』はメディアにおけるデジタル化について、そ
のコンテンツの変遷を論じている。コンテンツ産業論としては出口（2009）が、書物のソ
フトウェアであるコンテンツとハードウェアであるパッケージの関係について、独立した
プラットフォーム型コンポーネントとしてのサービスを提供するのがハードウェアであり、
ソフトウェアは好きなようにそのコンポーネントを選択することができるのだと論じてい
る。中西（2011）は電子化が印刷産業に与えた影響についてその過渡期の技術的変遷とし
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て、どのようにアナログからデジタルへ移行してきたかを論じている。出版産業に関わる
論考として特に近著では電子書籍関係の本が多数出版されている。例えば出版デジタル機
構の会長になった植村（2010）の『電子出版の構図』では、コンテンツがデジタル化され
ている現象の実態を詳述しつつ現状の出版産業の盛衰を論じている。また彼は紙媒体にお
ける価値創造のキーワードは「所有と消費」だと語り、これはアトムとビットに通じる思
考と捉えることができる。すなわち所有するものであるならアトムであり消費するもので
あるならばビットで十分という解釈である。尾鍋（2012）は『紙と印刷の文化録』で、紙
媒体における情報伝達の仕組みを心理学や脳科学、認知学に照らして論じつつ、あらたな
視座として、印刷産業が感性価値創造産業であるとする論点について前向きに対応する旨
が論じられている。つまり紙媒体における実業では意味的価値を意識した実践を目指すべ
きと論じている。小山（1992）の『現代出版産業論』は、デジタル化する前の段階で出版
が産業化する過程における製造部門の製本専業と、流通部門による影響を詳述している唯
一の書物として専業者の動向を垣間見られる論考である。
このようにしてメディア論やコンテンツ論、あるいは出版学会や印刷学会の書物に関し
て考察すると、やはりお互いに影響し合っているという内容には乏しく、唯一小山（1992）
によって出版業が産業化したのは加工業者の近代化が大きく貢献しているという内容のく
だり程度で、学術的に分析した文献は皆無に等しい。
今後ますますデジタル化していく方向にある以上、アトムとビット、ソフトとハード、
デジタルとアナログ、所有と消費といった一見トレードオフの関係に見える対立構図を見
直す時が来ていると考える。
第四節 まとめ
この論文の論点であるハードウェアはソフトウェアが互いに影響し合って価値を創造し
獲得しているという論議における切り口は、ハードウェアのアーキテクチャによってモジ
ュラー化が起きると、総じて競争力が低下してコモディティ化する。そして成熟化してい
くとイノベーションが起きにくくなるという議論に対して、アップルの iTunes のようにソ
フトウェアのイノベーションがハードウェアの価値（それも意味的価値）を高くするよう
に、その逆としてハードウェアにおけるイノベーションがソフトウェアの価値を高める事
例として議論されている。通常ソフトウェアとハードウェアは 1対 1か多対 1が通常であ
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るのに対して情報伝達を担っている紙媒体の書物はソフトウェアが 1 に対してハードウェ
アが多で構成されている。またソフトウェアがハードウェアを規定している場合は影響を
与えるのは基本的に一方通行であるのに対して、書物の場合は相互に影響し合って価値を
築いている点が注目すべき点である。この特殊極まりない書物の価値創造獲得はハードウ
ェアによる機能的価値というよりは意味的価値に重きを置いたものとして意味づけられ、
またそれゆえに専業者である製本・紙加工専業者は意味的価値を持つことで、商品である
パッケージとしてのハードウェアにも意味的価値が宿るのである。延岡（2006）によると
B2B の場合の意味的価値はソリューション事業としてのコンサルティングや組織能力の向
上といったことがメインであり、最終的に顧客が提供される商品に関する価値までは規定
しているとは言えない。B2B の商品提供を主としている中間加工業者における意味的価値
の創造が、結果的に商品を意味的価値の向上へと押し上げる効果があることを次章の事例
研究で考察する。
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第三章 事例研究
この章では、情報伝達媒体の中でも特殊性を有した本のハードウェアとしてのパッケー
ジに着目し、まずは製造過程の説明をする。その後この価値の変遷を出版の歴史的考察と
ハードウェアを構成している各部材における技術的なイノベーションを探求する。その結
果として、ハードウェアの機能的価値が低い状態からイノベーションを経て、高度化した
状態へ移行するにあたってのハードウェアとソフトウェアの相互依存関係が、どのように
変化してきたかをハードウェアの仕様変化と、これら一連の変化が起きる環境の状況を交
えながら考察する。
第一節 紙
ハードウェアとしての紙の役割は歴史的な視座に立つと文化、産業発展等の人類がかかわ
るすべての事象の進化に多大な貢献をした発明であった。その発明品である紙の機能は記
録する、コミュニケーションを図る、包む、保護する、物の交換の代替品、情報を伝達す
るもの等、ありとあらゆる生活のシーンに活用されるものとして体現してきた。しかし、
二十世紀の後半に起きたデジタル化はモジュラー化を伴ってアナログ社会に変化をもたら
した。その一つに紙で出来た書物があげられる。
本の構造的解析はその仕様によって大きく異なり、それは紙の選定から始まることとな
る。本の形態をとっているものでもダイヤリーや手帳といった書くことを重視した製品に
使う紙はインキ適応特性が良い製品でないと、その顧客価値が創造できないことになる。
インキ適応特性とは筆記具で特に水分量の多い万年筆やサインペン等のインキを指し、書
き込んだ際に滲まないことである。一方で情報を伝達することが目的の書物の場合は、主
として書くことより読みやすさや見やすさ、開きやすさあるいは持ち運びやすさといった
ソフトウェアとしてのコンテンツが伝わりやすいこと、ハードウェアとしてソフトウェア
の価値を邪魔しないことを基準に選定されなければならない。読みやすさや見やすさに関
しては文字主体の書物なのか絵や写真主体の本、あるいはカタログやパンフレットなのか
といった使用目的によって選択肢があり、通常は文庫本や文芸書のような文字優先のもの
は白色よりクリーム色の紙が選択される。これは目の疲労感を軽減する効果があるとされ
ている6。また書物の大きさによっても紙の厚み（斤量）が規定され、小さい書物に対して
厚い紙を使うと開閉しにくく、書物としての機能が低下してしまう。逆に大きい書物にも
かかわらず薄い紙を使うと、書物の厚みがないのに情報量は多くまた開閉はしやすいが保
存に難をきたし、最悪は裏が透けて見えてしまうものもある7。現在流通している紙、特に
洋紙8には大きさの規格が大別して二つ、A 列と B 列とがある。これは 1929 年の日本標準
規格が制定し、その後 JIS に引き継がれ、1951 年規格が統一された。（JIS P0138 紙加工仕
上げ寸法）紙の単位は枚を使用するが、取引単位では坪量(JIS P 8124)や連量で計算され取
引される。坪量とは1㎡あたりのグラム量で連量とは 1000 枚（＝1連）あたりの重量にな
る。紙の矩形サイズには以下のものがあり主要な物だけ列記するとハトロン判 -
900×1200 AB 判 - 880×1085 四六判 - 788×1091 B 列本判 - 765×1085 菊判 -
636×939 A 列本判 - 625×880となっている。
紙
て
た
列
た
6造
7現
8和
紙の仕上がりサイズと使用目途
判型 サイズ 仕様目途 判型 サイズ 仕様目途
Ａ０ 841×1189 Ｂ０ 1030×1456
Ａ１ 594×841 Ｂ１ 728×1030 駅の大型ポスター
Ａ２ 420×594 Ｂ２ 515×728
Ａ３ 297×420 Ｂ３ 364×515 電車中吊りポスター
Ａ４ 210×297 楽譜・写真集・教科書・ノート・雑誌 Ｂ４ 257×364 大型グラフ雑誌
Ａ５ 148×210 単行本・総合文芸雑誌・学術誌 Ｂ５ 182×257 週刊誌・一般雑誌・教科書・ノート・学術誌
Ａ６ 105×148 文庫本 Ｂ６ 128×91 単行本
Ａ７ 74×105 メモ帳 Ｂ７ 91×128 手帳・メモ帳
Ａ８ 52×74 Ｂ８ 64×91
Ａ９ 37×52 Ｂ９ 45×64
Ｂ１０ 32×45
Ａ列 Ｂ列
表 1【紙のサイズと使途】Ａ１０ 26×3718
特にこの A 列本判と B 列本判は現在の日常で使われる書籍や公文書、あるいはコピー用
や出力紙がこの規格を基準にしている。A 列本判はドイツを中心にヨーロッパで使われ
いる大きさの系列で、いわば世界基準である。一方 B 判は徳川幕府が公文書に使ってい
美濃判の大きさが基準となっている（田中､2003）。A 列本判と A 列仕上がりサイズ、B
本判と B 列仕上がりサイズの違いは印刷機械に紙をセットする際に紙を機械に引き込む
めにくわえしろが必要であり、その後製本段階で四方を化粧断裁（紙の四方を切ること
本の科学－上－pp61-82 本の読みやすさについて
状の薄紙専用紙は透けないように鉄分が微量に混入されているものもある。
紙は規格が違う
出所：JIS規格；「本と装幀」より著者作成
で不揃いを解消する）するための断裁しろが付いているために誤差がある。また西洋の本
にはフォリオ判、クォート判、オクターボ判等があり、それぞれフォリオ判は 420×270、
クォート判は270×210、オクターボ判は210×135である（Pearson,2011）。これは日本の
A 列に近いサイズが使用されていた。現在のペーパーバックも多少の誤差はあっても A5
判に近いサイズのものが散見される。
さてここまで考察をすすめてくると本には多数の判型が存在するように見られるが、実
は大きさには基準がある。それは 1：√2という比率である。先述しているように A 列や B
列の紙のサイズには慣れ親しんできているが、書籍の中にはこの規格をわざと大きく外す
ことで受け手である読者に対する印象を変える手法に用いている場合もある。特にビジュ
アル系の写真集や女性雑誌に多用され天地を詰めて小口を伸ばすことで、広がりを持たせ
ダイナミックさを強調するような感性的な表現の向上に用いられているものが多い。
このように紙はハードウェアの機能的価値の向上にはかかせない存在であり、ソフトウ
ェアにおけるコンテンツンの内容の差がハードウェアである紙を選定することとなる。そ
して紙の選定次第では機能的価値以外に感性的価値の向上にも大いに貢献し、形ひとつ変
えただけでその製品の価値そのものが左右されるリソースであることが理解される。また
選定された紙に対する加工適性も理解していないと、最終製品に対しての良し悪しにも大
いに影響を与えることとなるために、紙に対する知識は関連するすべてのステークホルダ
ーにとって情報共有すべきファクターである。
図 5【印刷・製本の製造工程】出所：日本19
印刷産業連合会 印刷の技術
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第二節 制作・製版
この制作・製版そして刷版を起こすまでの工程は紙に印刷する直前までを指し、
DTP(Desk Top Publishing)やプリプレスシステム(略してプリプレス Pre-Press 印刷の前
工程という意味)という名称でよばれている。後工程である印刷や製本とは全く異なる工程
で、その理由は数量に規制されない工程である。すなわち数量の多少にかかわらず同量だ
けの負荷がかかる業態である。
この工程はコンピューターの進化とともにデジタル化が最も進んだ分野で、いままでは
原稿作成、レイアウト、文字組、写真製版、版下作成、校正、刷版といった工程を専門職
が担当していたものが、DTP の進化によって標準化が進み、だれでも平易に対応すること
が出来るようになった。文字組版の方式転換は「活字よさようなら、コールドタイプよこ
んにちは」というキャッチフレーズで推進された(印刷白書,2012）。特に、このデジタル化
によって変化が著しかったのは、出版社や製版会社、印刷会社あるいはカメラマンといっ
た分野におけるボーダーレス化である。それはコンテンツ作りにかかわる人たちの作業分
担の隔たりを喪失させ、プリプレスの工程におけるモジュール化(Baldwin and
Clark ,2004)を進展させた。アナログ対応の会社はデジタル化によって機能的価値として
の納期短縮や専門職から総合職への作業の平易化、標準化が進み、トラブルの減少にもつ
ながったことで価値の創造に成功した。しかし逆にモジュール化が進むことによって参入
障壁が下がった結果、専門職でしかできない作業のコモディティ化がすすみ、価値の獲得
が出来なくなってしまった。結果としてこの製版業の分野は隣接する業種へ業態変革する
か、あるいは印刷に吸収、淘汰されてしまうことになった。印刷の町京橋や神田、文京、
新宿に多くあった○○プロセスとか△△製版といった名称の会社は 2012 年現在全く見ら
れなくなってしまった。その一方で製版から川下である印刷を取り込むことに成功してい
る企業も多く存在する。それは製版技術の高度化を印刷専業者より早く印刷技術に応用す
ることによって収益モデルを確立したことが成功要因の一つとして挙げられる。すなわち、
垂直分業から垂直統合することで価値獲得に成功した事例と考えられる。
第三節 印刷
印刷工程は印刷方式によって細分化されており、現在最も主流となっているのが平版印
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刷（オフセット印刷）、次いで凸版印刷、凹版印刷、フォーム印刷、シールラベル印刷、ス
クリーン印刷、コロタイプ印刷、カーボン印刷、金属印刷等に分類される9。
現在では印刷すなわちプレスがハードウェアとしての紙媒体の加工の主導権を握り主軸
を担っている。それは上場企業数を見ても明らかで、大日本印刷、凸版印刷をはじめとし
た大手印刷会社が存在するのに対して、印刷の前後の専業工程における上場企業は皆無と
いっていいほど企業規模が大きい会社は存在しない。その理由のひとつは被印刷対象物が
紙以外に拡大することで相対的な売上高を押し上げることに成功し、その結果売り上げ規
模がまるで違う業態になってしまったがために、今まで顧客としていた紙媒体主流の出版
業界や広告制作業界以上に巨大化したことに起因している。例えばエレクトロニクス分野
における半導体の製造に欠かせないフォトマスクは、印刷の基礎技術の応用によって加工
されている。あるいは建築や住空間素材としての建材や内装材、機能性フィルムや情報記
録材といった産業資材にも印刷技術が活用されている10。その結果、紙媒体における市場
規模とはまるで違う業界への参入を可能にし、印刷会社の可能性を飛躍的に伸長させてい
る。こうした印刷の技術の変遷に関しての詳述はいくつもの技術書によって解説されてい
るが、ここでは紙媒体における印刷の大きな転換点すなわちイノベーションとなった技術
的な内容についてのみに焦点を当て考察することとする。
印刷は版によって大別され、グーテンベルグ以来の印刷術である凸版印刷、現在もっと
も主流の平版（オフセット）印刷、グラビア印刷等が存在する。印刷機には平圧機と円圧
機、輪転機があり、さらに輪転機には枚葉紙と巻取紙に印刷するものがある。ヨーロッパ
で 1450 年ごろにグーテンベルグが発明した活版印刷術は実は現在も実用として生きてお
り、カレンダーや月刊誌等の名前の刷り込みや美術館の図録集、パンフレット等にその凹
凸感を生かした製品として活用されている。1798年ドイツのセネフェルダーが石版印刷を
発明しこれが平版印刷のはじまりで、その後 1904年アメリカのルーベル米国が紙の平版印
刷を発明した。その後、多色刷りによる写真製版法の確立によって繊細な絵画や写真等が
表現できるようになり、また量産にも向いていることから急速に普及することとなった。
日本の印刷術を歴史的に紐解くと、洋式活版が導入されたのは 1870 年で、その後 1919 年
にプロセス法が導入され、平版印刷への道がひらかれることとなる。現在の主流となった
平版オフセット印刷は 1980 年ごろから活版印刷を抜いた。
9印刷業界大研究より
10印刷業界大研究より
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製造品等出荷額
(億円)
1980年 40,937 41,026
1990年 46,083 83,271
1997年 40,318 88,744
1998年 43,693 87,482
1999年 40,401 81,673
2000年 40,083 81,378
2001年 40,966 79,709
2002年 36,996 76,068
2003年 34,940 74,251
2004年 33,793 72,127
2005年 31,970 71,201
2006年 32,683 70,108
2007年 32,811 71,417
2008年 29,684 69,036
2009年 30,318 63,205
出典：経済産業省工業統計より
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印刷通販』という業態が成長してきている。インターネットの普
て成り立ち、売り上げ規模は年々上昇している。このビジネス
よる前工程を削減し、提供資材を絞り、料金システムを明確化
ることでコスト削減に寄与するというビジネスモデルで収益を
ジタル化は顧客や社内の営業サイドと現場オペレーターの技術
ることを可能にし、その結果生産体制の強化が可能となった。
トは従来の印刷会社が狙っていた大量部数のB2B市場ではなく、
ーやコンサートのチラシやチケット等の少量印刷を中心にマー
たが、現在では多種多様な商材の印刷を手掛ける業態へと水平
MRTRIX2020,2011）。一方で、印刷のデジタル化は有版と無版と
る。すなわちカメラ市場におけるデジタル化が銀塩フィルム市
ジタル化による印刷技術の革新は無版印刷、すなわち PC にお
デマンド印刷へとすそ野を広げつつある。有版印刷による製版
ホームページより
図 10【音楽ソフト合計生産量推移表】
25
コストの吸収は大量生産によるスケールメリットが発揮されることで価値獲得をしてきた
ために、少量印刷では価格が割高となっていた。しかし、デジタル化の進展が無版印刷を
可能にし、かつバリアブル（可変データ）印刷をも可能にしたことで、絶版本や零細出版
社による少部数の印刷や名入れ印刷によるパーソナルな印刷物に対応することで、新たな
局面を迎えつつある。出版産業においても少なからず影響を与える革新的な事象である。
またデジタル化によるコモディティ化の波は印刷現場の人的素養にまでも波及している。
印刷は特別な技術から身近な技術となり、大学や高校から印刷学科が消え、印刷会社の多
くの業務がコンピューターによって置き換えられた11。
印刷産業についての学術的知見を求めるならば、従来印刷業における受注体制は顧客と
のすり合わせを通して原稿の作成から印刷、加工へと向かっていったものが、このすり合
わせという行為を排除すること、すなわちデジタル化による業務のドミナントデザインの
完成による集約化が出来上がったことを意味し、収益を上げるビジネスモデルとして台頭
してきた。これはアーキテクチャ論におけるインテグラル型からモジュラー型への転身で
あり、モジュール化していく過程で客先の知識や技能の向上、あるいはインターネットに
おける環境の整備が追い風となって加速している現象と捉えることができる12。非上場で
あるが印刷通販大手のプリントパックは2007 年 3月期 27億円、2009年同期 56億円、2011
年同期 92 億円と倍々で業績を伸ばしている13。ただ一方ではこの業態でさえも価格競争、
すなわちコモディティ化が起きている。
業界団体による印刷産業の未来予想は、情報伝達産業分野に絞り込むことなく各分野で
淘汰が起こり、その結果生き残った企業による寡占化の進行と業態変革によるソリューシ
ョン事業へのシフトを提言している14。印刷産業は今後ますます川上産業であるソフト分
野へ移行していくことが予想される業種である。
11 SMARTRIX2020より
12 既存の印刷会社あるいは今までの印刷物の加工の基本的発想は、1枚の紙には同じ顧客
の同じ製品が配列（面付け）されることで、印刷物の価値の獲得をしてきた。しかし、デ
ジタル化の進展によって、違う顧客の全く違う製品が1枚の紙の中に混在する、言い換え
れば運送会社の宅配便のように 1台のトラックに行先の違う複数の荷物を混載するのと同
じ発想で多面付けすることで印刷する版を減らすことに成功した。これをギャンギングと
いう。
13 プリントパック会社情報より
14 全印工連 産業成長戦略提言2010より
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第四節 製本
本論文の論点であり紙に固執しなければならない製本分野に関しての研究であるが、ま
ずその歴史的変遷を追いながら、製本術つまり製本の仕様に関しての詳細を明確化し、そ
の価値づくりがどのように変化したかを考察する。また製本専業という業態を考察するこ
とで、その価値の所在の変化を明確化する。
第一項 装幀と製本の歴史
庄司（1929）では書籍を装幀する（すなわち製本する）目的はふたつあり、一つは紙葉
を順序正しくまとめて、書物の散逸を防ぐと共に、繙読に便ならしめること、他方ではそ
れを永く保存せんためである、と記している。また保存を目的とするものと閲覧を主とす
るところではその装幀の仕様も変えるのが当然であるとも記している。先述したように製
本はその内容によって仕様を変えることで価値創造をしてきた。また機械化が進む前の明
治大正期における製本は『装幀』と言われ、機械化される以前、手加工主体で装幀（製本）
作業をする者は装幀家として崇められていた時代もあったことがうかがえる（庄司，1929）。
さて、ここで装釘や装幀という言葉がいくつか出てきた。この言葉は製本と何が違うのだ
ろうか。
広辞苑（第六版）を紐解くと
『そうていとは、装丁、装釘、装幀、本来は装いまとめるの意の装訂が正しい。幀は字
音タウで掛物の意。書物を綴じて表紙などを付けること。また、製本の仕上げ装飾すなわ
ち表紙・見返し・扉・カバーなどの体裁から製本材料の選定までを含めて、書物の形式面
の調和美をつくり上げる技術。またその意匠。装本。』
では製本は、『原稿・画稿・印刷物・白紙などを糸・針金・接着剤などで綴じて表紙を付
け、小冊子・書籍などに形作ること。和装本（和綴じ）・洋装本（洋綴じ）に大別』と記し
てある。また、田中（2003）『本と装幀』においては、この装幀という言葉の意味に言及す
るようになったのは機械生産による量産本が、書物のあたりまえの姿となったときからで、
『てい』の字の変化に対する薀蓄がいくつもあるにはあるが、現代における意味合いとし
ては、コンテンツに合わせた紙、印刷、製本そして表装部分のデザインを行うこと、そし
てそれを実行する人を装幀家、図書設計家と称すると定めようと記してある。また量産に
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対応した製造をする会社が製本会社である。この装幀家と製本会社の関係が今後ますます
重要な役割を担うことになると考える。その根拠はまず歴史的変遷を追うところからはじ
める。
製本の歴史は写本の歴史から始まる。紀元前 4000 年ころ、粘土に文字や絵画をしるし、
外函にしまうことで破損を防いだ形跡が残っていることから、この辺が製本の起源と想像
されている。また紀元前300年ごろのエジプトで、『パピルス』という葦の一種が書写材と
して用いられており、英語の『ペーパー』の語源とされている。紙の起源は東洋で、紀元
前179年ごろの中国・前漢時代の遺跡から出土したものが最古と言われている15。4世紀ご
ろの古代ローマでは蝋板に先の尖った金属製のスチルスで文字を書き、その板を金属製の
環や革紐で綴じ合わせたものを『コーデックス16』と呼ばれ使用していた。これが綴じる
形態のはじまりと考えられている。最初の書籍を綴じるという目的は書き写した中味を保
護することであり、また表紙に装飾を施すことで一般の写本と区別し神聖さを強調する目
的という意味でキリスト教における聖書の取り扱いに負うところが多い。この当時の書籍
（写本）の製本（装幀）は権威や富の象徴、宗教における一般社会に対する絶対的な権利
の象徴としての役割を担っていたと考えられる。すなわち、意味的価値（延岡,2006）の存
在が本の価値を押し上げている。この意味では価値の創造はソフトよりハードの方が勝っ
ていたと想像できる。その後西洋においては 15世紀中ごろにグーテンベルグが鉛鋳造活版
印刷術を発明したことで、装幀技術は少量生産装幀技術から大量生産製本技術へシフトす
ることとなる。東洋における装幀の歴史も西洋と同じように最初に書写材として木や竹、
玉石等が用いられ、その後紙の発明によって巻物として流通し、繙読しやすいように折り
本形式になった。日本においては大和綴じといわれる製本様式が平安時代から使われてい
た。鎌倉時代には袋綴じと言われる和綴じが洋綴じと対照される製本様式として定着した。
明治期以降洋式製本術の輸入によって製本専門工場が創設され、大量生産時代が幕を開け
ることとなる。
明治六年（1873）に、イギリスの製本技師パターソンによって洋式製本術が伝授された
が、そのころの製本技術は機械化には程遠く、手加工中心の作業が主であった。昭和六年
（1931）発行の『最新製本術』序章を見ると 60年の時を経て手加工製本から機械加工製本
15 紙の知識100 pp16-17紙の始まり
16 現代の『コーデックス』装は上製本の製本仕様でハードカバーを付ける前の中身だけを
仮固めした状態のままの本の装丁を指している。
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へと技術革新が進み、それと同時に表装材等の資
に頼らなくても十分対応できるところまできた。
ていることも記載されている。この本17の製本仕
いる。外見上は今の製本仕様とまったく変わって
と現在の機械を比較した写真が下記となっている
いように見受けられる。
その後製本分野においては画期的な発明がなさ
ものとして使われている。それは接着剤である。
変遷の中で、その媒体が皮や石、粘土、木といっ
おける接着するという行為に対しての素材は糸や
る接着剤、すなわち糊の改良が進んでいった接着
製本の大量生産を可能にし、出版産業における流
17 『最新製本術』赤坂（1931）
出所：赤坂（1931）とホームページより
図 12【大和とじ】
出所：博勝堂ホームページより
図 13【製本機械
出所
昭和初旬のパーフェクトバインダー材も粗悪な国産品の品質が向上し、輸入
また、印刷は目覚ましく進歩発展を遂げ
様を見ると丸背上製本で糸かがりされて
いない。また、この本に載っている機械
。こちらも基本構造は全く変わっていな
図 11【本製本（上製本）】
：和光堂ホームページよりれ
写
た
針
剤
通
の変遷】現在も大量生産にはなくてはならない
本の時代から情報伝達媒体の時代への
ものから紙へ変貌する中で製本技術に
金等からより簡便でスピード化が図れ
の進歩発展が
を支えていたといっても過言ではない。
現在のパーフェクトバインダー
製本初期の段階では先述したよう
の発明のころから膠と言って獣の
ク質であるカゼインを使うことで
ストリン（切手や収入印紙の裏糊
成接着剤と混ぜて使用）、虫の分
がある。いずれにしても天然の接
発生の可能性がある。1920 年代
1950 年代に入り国産の開発改良
ボンドと言われる製品で、ボンド
言う。生産効率を拡大に向上させ
着剤とは溶剤や水分を含まず、1
な技術力の向上によって、1960
が主原料でロジンとワックスを混
格段に向上し、ライン化、省力化
可塑性樹脂を使用しているために
状況によってはインキ溶剤と反応
図帳を置いておくとひと夏過ぎた
たのはこれらが原因している。現
メルト接着剤19が開発され一部で
18 東京都製本工業組合 製本+シ
19 PUR＝Poly Urethane Reactive
出所：赤坂（1931）とホームページ
昭和初期の丁合機図 14【製本機械の変遷】29
に金輪や革紐を使用する
皮や骨から作られた接着
接着していた。そのほか
に使用）と脂肪の分類で
泌物であるセラック（天
着剤の場合は乾燥時間の
に合成接着剤であるエマ
が進み現在に至っている。
はコニシ株式会社の商標
たのがホットメルト系接
00％固形分の熱可塑性樹脂
年代に登場し、エチレン
合してできている。その
、納期短縮等に大いに貢
熱に弱く、また残留イン
して壊れるという現象も
ころにはバラバラになっ
在ではこの欠点を解消す
は使用されている。これ
ナジー創造特別委員会
よりことで纏めていたが、パピルス
剤や牛の乳より採取したタンパ
に天然接着剤には澱粉系のデキ
は松脂から抽出したロジン（合
金や三方金付け作業時に使用）、
制約（長時間）や虫害、カビの
ルジョン系接着剤が輸入され、
エマルジョン系接着剤とは通称
のためエマルジョン系接着剤と
着剤である。ホットメルト系接
からなる接着剤である。科学的
・酢酸ビニル共重合樹脂（EVA）
結果、上述したように生産性が
献した。この接着剤の欠点は熱
キ溶剤に反応してしまい、保管
起きている18。夏場の車内に地
てしまっていることが多々あっ
るためにポリウレタン系ホット
は空気中の水分に反応し、一度
『製本を科学する』より
現在の丁合機
硬化すると二度と溶解しない性質があるため、耐寒、耐熱、耐溶剤性に優れていると言わ
れている。ただ欠点は空気中の水分に反応するため、EVA 系ホットメルトのような使い勝
手の良さはなく、反応対策された特殊装置が必要である。ただしこの装置を設置しても若
干の糊の損失は免れないのが現状である。そのため使用用途を限定した高機能型接着剤と
いう位置づけで定着しつつある。相対的にこの数十年で接着剤の改良が進み製本強度が増
し、その結果強度補助材として使われていた針金や糸の使用が減少する結果となっていっ
た。今ではハードカバーの上製本でさえも糸かがりすることが大幅に減った。また繰り返
し使われる辞書でさえも一部には接着剤だけで強度を持たせる製本仕様に至っている。し
かし、いまだに補助材である針金に固執している製品がある。検定教科書である。問題集
や参考書等は同じように繰り返し使われるにもかかわらず針金は一切使っていないが、検
定教科書は一度採択された仕様は変更することが出来ないという理由なのか、まったく変
わっていない。このような事象は技術的変化によるイノベーションとは違った次元の事象
でとらえるべきであろう。
製本分野の技術的変遷はインクリメンタルなイノベーションであり、先述したとおり機
械本体の基本構造に変化はないが、その周辺機器やシステム化、ライン化という形で改良
改善が進んだ。このような技術の転換過程の歴史は、ほかの産業でもおきており、長期的
な視点から傍観すると科学技術の進歩を反映したごく自然な産業発展の歴史として理解さ
れるかもしれないが、その転換点にかかわった企業にとっては主役の交代をもたらしうる
極めて重要な変化である（新宅,19
図 16【製本の名称】
図 15仮製本の種別】
出所：著者作成作成出所：製本94）。30
-知っておきたい基礎技術より著者作成
このようにして製本の
製本術を導入することで
してきた。これはA-Uモデル
ス・イノベーションによるものとして
け書籍の大量製本を可能
出版を皮切りに書籍、雑誌出版
役割は設定された納期に
故を起こさないようにすることであった
大量生産を可能にするために
デザインの統一が図られた
またモジュール化することで
第二項 製本業
製本業はどの程度の業界規模
値や業界特性について図表
20 戦後間
ではある
替えいた
まである
歴史的変遷をみると明治から大正、昭和を経
需要を取り込むことに成功し、日本の文化的
（Abernathy and Utterback,1978）の流動期
考察できる。この結果、全集や
にした。戦後荒廃した国土から海外製の機械
の加工を担う工場建設を推し進めた。
間に合うように生産することであり、加工上
20。
先述したような多品種の製本様式から
。これが製本加工におけるドミナントデザインの
高効率、低コストを実現し価値の獲得を
があり、どの程度の人数が従事しているのか
を参照しながら考察することにする。
て西洋式の洋装本の
な発展に大いに貢献
におけるプロセ
円本といった大衆向
を導入し、教科書の
この時、製本会社の
の事故とくに丁合事
少品種化することで
誕生である。
実現してきた。
。また付加価もな
種常
しま
。
調査年
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
表 3【製本業の出荷額
（人） （百万円） （百万円） （
2508 2611 33646 122085 335681 241533
2583 2690 33109 117564 325616 233311
2347 2439 31782 113161 316407 225883
2428 2523 32114 112139 317480 226187
2243 2335 31380 110451 318558 224365
2148 2255 32046 114507 324320 213873
2299 2404 32030 113797 318228 211051
2036 2120 28458 97584 267467 178347
1866 1948 26558 87719 237142 158094
現金給与総
額企業数
事業所数 従業者数 製造品出荷
額等
粗付加価値
と設備投資の推移からみた付加価値変遷
百万円）
額
の考察】いころから
態化していた
す。」である
出所：工業統計調査
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近年まで製本には事故がつきものであるという
。その表れが奥付けを見ると書かれている
。デジタル化が進んだ現代においても未だ完全
より著者作成
認識は業界の中
「乱丁落丁本はお取
に解消されないま
図17～18表 8より製品
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18【製本紙加工出荷額と人件費推移表】32
の 10年で 4割強落ち込んでいる。ところが設
備投資をすればするほど付加価値獲得は遠の
かというと、ハードの価値が設備の高度化を
である。付加価値とは人件費も含んだ価値の
うに見えるが、実は従業者数の減少は付加価
で作業していた製本加工が 5 人で済めば半分
が増加してもそれ以上に収益が上がっていれ
の高度化は製品の絞り込みを促進し、多品種
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少量生産から少品種大量生産へと、求める仕事を機械に合わせるように営業活動すること
になる。その結果、その製品自体の販売の好不調はソフトウェアであるコンテンツに委ね
ることになり、ハードウェアとしての機能的価値も意味的価値もますます評価されない方
向へと下げていくことになる。詳述は次の章にて考察することとする。
第三項 ハードとしての本の種類
ハードとしての本の価値を考察するうえで、まず本の種別を明確化することにし、詳述
したのちにそれぞれの価値がどのように区分けされ形成されているかを明らかにする。製
本は先述したように、情報を伝達するために紙葉を切ったり折ったり貼ったり、また穴を
開けたりして、順序よくまとめ綴じ上げ、形を整えて散逸を防ぎ保存に便を与えることで
あり、その出来上がった製品が書物である。書物にはその形状からいくつかの種類に分類
することが出来る。
① 発祥地による分類：発祥地域によってその製本形態も違っており、和装本と洋装本が
ある。和装本は中国が発祥で奈良時代に日本に伝来し明治初年ごろまで洋装本が輸入
されるまで採用された仕様である。完成形は片面 2 頁刷りを二つに折って小口側を袋
にして一冊にまとめた本である。別称和綴じと呼ばれる。洋装本は 14 世紀以降以降、
今日のような中身に表紙をつけた製本様式に完成され、わが国には明治の初めに伝来
し、今日のほとんどの本がこの様式である。
② 用途による分類：出版物の本と、事務用品などの製本に大別することが出来る。出版
物製本は印刷された紙葉を、繙読、使用、保存のために、書籍・雑誌・パンフレット・
教科書・辞書などの形態に仕上げる製本様式である。事務用品製本は、罫線等が印刷
されてある紙葉または白紙を記入や貼り込みに便利なように伝票・ノート・帳簿・ア
ルバム等に製本することである。その主たるものは便せん・小切手帳・通帳・領収書・
請求書・納品書等の伝票類、ノート・手帳・名簿・カレンダー・ダイヤリーなどがあ
る。
③ 生産量による分類：数物(かずもの)製本と諸(図書館)製本がある。数物製本は大量生
産の書籍・雑誌、相当数のまとまった手帳・ノート・便せんなどで同一材料、同一工
程で仕上げる製本である。諸製本は文字の示す通りもろもろの製本をすることで、月
刊誌や定期物を一定期間まとめて製本する合本、紙装の仮製本を革装やクロス装の本
製本に改装する手工的製本である。また、古書の修理もこの部類に入る。西欧では特
別製本といって、読者の希望によって豪華装丁本にすることがある。
④ 仕立て方による分類：出版物製本をその仕立て方から区分すると、東洋で独特の発達
をとげた和本洋式と西欧で発達して明治初期に伝来した洋本様式に区分される。和本
洋式（和装本）には巻子本（かんすほん）・袋とじ・改良とじ・やまととじ・高貴とじ
などがあり。洋本様式(洋装本)には本製本と仮製本とがあり、その中間的な仕立て方
に、南京とフランス表紙がある。本製（上製）本は、表紙が表装（表紙貼り）されて
いて中身を化粧立ちした後で表紙付けが行われるのに対して、仮製（並製）本は表紙
付けされてから化粧断ちが行われる。本製と仮製の区別は、チリ21があるかないかによ
って判断するのが普通である。なお、本製本の各部の名称は上図を参照されたい。典
型的な本製本と仮製本を比較したのが下図となり、中身の仕立て方や表紙のくるみ方
でそれぞれこまかく区分される。
図 19【製本分類表＆生産工程】21 図 11 参照
日本印刷学会「ポストプレスの全体34
像と課題」より著者作成
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① 背の様式による分類：本製本の背加工の分類で、丸背と角背でそれぞれ違う様式があ
る。丸背は背の形状が丸みを帯びているもので、フレキシブルバック(柔軟背)、タイ
トバック(硬背)、ホローバック(腔背)の三種類がある。フレキシブルバックは表紙の
背と中身の背が接着されており、背の部分が柔軟に出来ているので、のどのところか
ら十分に開き、本の開閉はやわらかい。しかし逆バッケ(背の丸みが逆の状態)になり、
背文字が損なわれる可能性がある。タイトバックは表紙の背と中身の背が接着してい
て、背の部分が固められているもので、フレキシブルバックの欠点を補う様式のため、
背の形は崩れず背文字も損なわれないが、のどのあきが不十分であるために、厚い本
には不向きである。ホローバックは前二者の長所取って工夫された様式で表紙の背と
中身の背とが離れている。現在の本製本の様式はほとんどがこの仕立てになっており
開閉も十分で背文字も損なわれない。しかし、開閉の時の力を表紙の接着部だけで持
っているので、この部分が弱くなる欠点がある。角背のものにはみぞつき角山・突き
つけ角山・南京がある。みぞつき角山は角背のまま山をたたいて耳をだし、表紙の背
に溝を付けたもの。突きつけ角山は溝がないもの。南京は中身を針金で平とじし、表
紙を本製本と同じ体裁としたものである。
② とじ方による分類：中身のとじの種類から分類すると、糸・針金・無線にわかれる。
この内容は昭和62年(1987)発行の『出版編集技術』から抜粋したものである。初版は
昭和55年（1980）である。同じ書籍だが平成 9年(1997)新編として発行されたものに
は載っていない仕様がいくつもある。製本関連の頁も 44 頁から 24 頁へ半分近く減ら
されている。掲載されている写真も手加工製本のものからライン化した機械製本へ変
更されており、プロセス・イノベーションが起きたことを如実に表している。またこ
こで一番注目すべきことは製本仕様が大幅に集約されていることである。実際1987 年
発行に掲載されている南京製本という仕様を、どこか加工出来る会社を探そうとして
もほとんど見つからない。すなわち学術的な知見を求めるならば、インテグラル型の
職種であった製本がモジュール化した結果、多種多様な製本仕様から絞り込みが行わ
れることで、高効率、高生産への道を突き進んでいった。プロセス・イノベーション
が進んだ結果、ドミナントデザインが出来上がり、出版・印刷の共通認識となった。
それは時代の要請による高効率・大量生産を具現化することで規模の経済による収益
向上に寄与したが、その結果デザインが固定化されることで機能的な差別化が非常に
難しくなってしまった。すなわちコモディティ化を助長することになった。
第五節 本の電子化
2010 年、アップルの iPad
籍が紙の書籍の市場を侵食
また攻め込む側の家電メーカーや
現在において電子書籍の
いてを考察することは本論
位性の有無についての考察
第一項 電子書籍とは
電子書籍はデジタル化
ており、その端末には PC
子書籍専用端末等が現在市場
図20は電子書籍の
の大半が携帯電話
ある。
22 週刊ダイヤモン
出所：
が日本で発売されたことで、電子書籍元年
するのではないかと、既存の紙媒体の関連業者
制作会社は鼻息荒く意気込んでいた
隆盛の声は聞こえてこない。ここでは、この
から外れるので、全体像の把握とハードウェアにおけるその
にとどめておくことにする。
したコンテンツであるデータを電気製品で読
にはじまり、携帯電話、スマートフォン、
に出回っている。
と言われ、電子書
は戦々恐々とし、
22。しかし、2012 年
電子書籍の詳述につ
優
む一連の流れを指し
携帯タブレット、電市場規模
端末向
ド 2010/10/16
インプレス
図 20【
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のグラフである。これを見ても分かるように
けの漫画本である。それも内容はアダルト系
pp28-95 特集電子書籍入門
R&Dより著者作成
電子書籍の市場規模の推移と対前年比】
。
日本の市場ではそ
のコンテンツが主で
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次に電子書籍の流れであるが、これはコンテンツの流通経路と解釈するとハードウェア
は各端末である。その配信するところまでの流れは紙の媒体と何ら変わりなく進められる
が、現在注目されているのは、著者が直接市場にコンテンツを投入することができるよう
になっていることである。すなわち、最初に記したようにデジタル化によってアマチュア
とプロフェッショナルの境があいまいになると同時に、既存の役割分担がボーダーレス化
している。その結果、出版社がなくても著作物を市場に出して販売することが可能である
といった論理が一部で盛り上がっている。この議論についての考察は別の論文で詳述する
として簡単に考察すると、広告に関しての情報が埋没しているという報告が2010 年に総務
省から発表された。これは受信する側の消費者がインターネットやその他のメディアの情
報流入量に対して、消化している量がこの 10年近くで大幅に落ち込んでいる。情報が埋没
し捨てられていると報告しているのである（図 21 参照）。これ以上の情報を垂れ流し状態
で流しても、届いてほしい相手には届かないことを意味している。つまりは一読者が電子
書籍として市場に投入しても、ビジネスとしての成功は限りなくゼロに等しいということ
である。
第二項 電子辞書
電子辞書という専用端末分野はまた別の動きとなるが、同じ本の電子化というジャンルのく
くりで考えれば成功している方に分類される。この電子辞書の特徴は、電子専用端末のメー
カーに対してコンテンツの使用を一定のロイヤリティーを払って端末に載せている。いわ
ば機器の一部として位置付けているのである。出版社側は冊子辞書の売れ行きが減った分
を補う絶好のチャンスとして捉えている。つまり、電子辞書が売れようと冊子の辞書が売
0
2
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6
8
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
流通情報量 消費情報量
単位：ﾋﾞｯﾄ
出所：総務省2010発表資料より著者作成
http://www.soumu.go.jp/main_content/000030652.pdf
図 21【広告塔情報量と消費量の推移】
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価値の獲得につながっていることになる。
実態
も記載したが、近年各出版社が実験的にいろいろな
は講談社によって紙と電子を同時に発売
』で行なった。結果は電子書籍が 2 万
23。つまり電子書籍と紙の書籍はトレードオフせずに
新規性も手伝って相乗効果を発揮したと
形態すなわち単行本、ノベルズ、文庫本、電子書籍
公表されておらず、この次に出版された
、ビジネスとしては失敗したと推測される
に少し触れただげだが、非常に多くの乗り
理解できる。そこにステークホルダーの
てまったく前進していこうとしない。そこでこれらの
2010より著者作成
試みをして
するという試みを
ダウンロードで単行
棲
考えられている。そ
を同時発売し
作品は時期をずらし
。
越えなければならな
利害の対立が錯綜し
問題点を
2012./12./29
整理し、その本質についてのメリット・デメリットを考察する。
米国で amazon が
数の不足を補い、ネ
ある amazon の戦略
であるという報告を
なく、音楽、映像、
あることからすると
表 4 及び米国の電
とソフトウェアとし
が、今後の展開とし
の方向を探ることが
トの違いによって端
ラブルがあると過去
24 http://japan.cnet.c
25 規格による競争：
ソフトウェア ハードウェア
メリット ・数千冊が収まる ・印刷製本が不要
・検索できる ・アニメーションや音などが付加できる
・紙の書類の電子化が可能 ・文字の大きさを変えられる
・しおりやマーカーの設定可能
デメリット ・現状コンテンツ不足 ・端末ごとのフォーマットの違い
・著作権の縛り ・紙のような質感がない
・画面の解像度が低い
・バッテリーの持ち
表 4【電子書籍のメリット・デメリット】
出所：JAGAT ホームページより提
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供している kindle という電子書籍は、社会的背景として書店の絶対
ト環境が整備されたのと同時に端末自体の容易な操作性や販売元で
よってコンテンツの充実が図られ、その結果として売れ行きが好調
けている24。ただkindle も電子書籍専用のモニターバージョンでは
ームなどをダウンロードできるタブレットの方の売れ行きが好調で
概には電子書籍のみで売れているとは言い切れない節もある。
書籍の事情を鑑みるとハードウェアとしてのメリット・デメリット
のそれとは対紙媒体の構図の中での比較対象で検討せざるを得ない
は、紙媒体の特性とは全く違った使い方としての電子書籍、電子化
要であろう。この報告の中で特に混乱を招きそうなのはフォーマッ
ごとに読めるか読めないかわからないといったハードウェア上のト
起きた幾多の規格による競争25に巻き込まれる可能性が生じる。
m/news/service/35024950/ 2012/12/29
HS 対ベータ WIN OS 対 MAC OS GSM 対 PDC 等々
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第四章 出版流通
この章では出版に関する市場について調査することでハードの価値をどのようにとらえて
いるかを考察するものである。
第一節 再販売制度
再販売価格維持制度（略して再販制度）とは製造事業者が流通業者に対して販売価格を
指定し、その価格を維持拘束することを認める制度である。日本の独占禁止法においては
この再販売価格維持における行為は原則違法とされているが、公正取引委員会の見解とし
て文化的・公共的な視点で著作物に関する商品の再販売価格維持行為を独占禁止法の適用
除外商品としている。その適用除外商品は書籍、雑誌、新聞、レコード盤、音楽用テープ
及び音楽用 CD となっている。これを著作物再販適用除外制度と呼んでいる。一方で再販
制度が適用されていないものに、映像ソフトやコンピューターソフト、ゲームソフトそし
て電子書籍が入っている。また蛇足事項であるが独禁法第23条 5項の規定により共済組合
や生協には再販売維持契約を守る義務は請求されていない。したがって大学の生協等では
書籍の割引販売は合法である。
電子書籍の再販制度不適用に関しては公正取引委員会の電子書籍への対応を以下として
いる。『著作物再販適用除外制度は，昭和２８年の独占禁止法改正により導入された制度で
すが，制度導入当時の書籍，雑誌，新聞及びレコード盤の定価販売の慣行を追認する趣旨
で導入されたものです。そして，その後，音楽用テープ及び音楽用ＣＤについては，レコ
ード盤とその機能・効用が同一であることからレコード盤に準ずるものとして取り扱い，
これら６品目に限定して著作物再販適用除外制度の対象とすることとしているところです。
また，著作物再販適用除外制度は，独占禁止法の規定上，「物」を対象としている。一方，
ネットワークを通じて配信される電子書籍は，「物」ではなく，情報として流通します。し
たがって，電子書籍は，著作物再販適用除外制度の対象とはなりません。』26
電子書籍の再販制度については公正取引委員会ウェブサイトの『よくある質問コーナー
（独占禁止法関係）』で、電子書籍は著作物再販適用除外制度の対象とはならないとの見解
26公正取引委員会ホームページの質問コーナーより
が示されています。『著作物再販適用除外制度は、独占禁止法の規定上、「物」を対象とし
ている。一方、ネットワークを通じて配信される電子書籍は、「物」ではなく、情報として
流通しています。したがって、電子書籍は、著作物再販適用除外制度の対象とはなりませ
ん。』となっている27。
諸外国の再販制度の状況については表 5 のとおりである。日本と同じ再販制度を取ってい
たフランスが一度再販制度を改廃したところ、大きな混乱を招いてしまったために再度再
販制度に移行した。再販制度に関しては幾多の国が採用しているようであるが、絶対固定
的な再販価格の維持を訴求している国は日本以外ほとんど見られない。
再 販 制 度 国 名
あ
り
法
律
フランス
ドイツ
オーストリア
オランダ
ギリシア
イタリア
ポルトガル
スペイン
契
約
・
協
デンマーク
ノルウェー
ハンガリー
な
イギリス
アイルランド
27 http://current.ndl.go.
2010/12/341
備 考
1979年に販売価格の推奨が禁止されたが、ラング法により1981年から再販制度へ移行した。時
限再販があり、値引き販売（5％まで）が可能である。
再販制度は、1888年から存在しており、2002年から法律に基づく再販制度に移行した。時限 再
販があり、販売に若干のサービス提供が可能である。
2000年6月1日から法律が施行された。時限再販があり、値引き販売が可能である。
1903年から固定価格制があり、一部の同意によるものは、1923年から存在する。2005年から 法
律が施行された。
1997年から法律が施行された。値幅販売（▲10％から＋5％まで）、時限再販（出版後2年） が
ある。
契約によるものは、1926年にさかのぼる。現在の制度は、2001年に法律により実験的に導入 さ
れた。値引き販売が可能である。
ラング法の影響を受け、1996年から法律による再販制度がある。時限再販（18か月）があり、 値
引き販売が可能である。
1975年に法律により固定価格制が導入され、1990年3月30日に勅令により拡張された。時限
再販があり、割引が可能な場合もある。
1830年から再販制度が存在する。2001年に書籍販売の排他的権利が廃止され、現在の制度が 開
始された。時限再販があり、図書館と学校への割引がある。
再販制度は、1957年に政府により承認された。2005年5月から新しい制度に移行している。
出版社と書店の間の同意による再販制度であり、参加した出版社と書店は、市場の85％を占 め
ている。法律の制定への働きかけがなされている。
1900年から書籍再販協定（NBA）による再販制度が存在したが、1995年に実質的に廃止され、
1997年に正式に制限的取引慣行裁判所により違法とされた。
1989年まで書籍再販協定（NBA）が存在した。再販制度は、欧州委員会が国境を越える再
販行為は違法であると宣言して以降、廃止された。
jp/node/17217 図書館に関する情報ポータルサイトより
表 5【各国の書籍における再販売】
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し
スウェーデン
再販制度は、1970年に廃止された。なお、著者、出版社への政府による補助金制度が存在する
。
フィンランド
再販制度は、1971年に廃止された。
スイス
1999年に競争当局が競争否定的と決定し、再販制度は、2007年に効力を失った。
ルクセンブルク
正式には、制度が存在するが、実質的には、自由価格になっている。
ベルギー
正式には、制度が存在するが、実質的には、自由価格になっている。また、法律案が提出
されたものの、否決されている。
アメリカ
書籍の再販制度は存在しない。なお、公正競争について、ロビンソン・パットマン法が存在
する。
オーストラリア
1971年に取引慣行法が成立し、1974年に例外がなくなった。
第二節 欧米におけるハードカバーとペーパーバック（ソフトカバー）の市場性
欧米各国へ行くとハードカバーの本以外にペーパーバックという本が販売されている。
このペーパーバックは手に取ってみるとわかるが、中身は更紙のような中質紙の紙で表紙
は厚みのあるコート系の紙に箔押しやシルク印刷といった加工が施されている本である。
持った瞬間軽いと感じ、開けてみると開きにくい、そして何より読みにくいと感じる。日
本の文庫や新書といった時や場所を選ばず持ち運べる利便性や手軽さを追求した本とは違
ったものである。人それぞれの感覚には違いがあるので、それを良しとする人もいるかも
しれないが、日本においてはマンガ本の一部で採用されているが、書籍分野における本で
同様の装幀の本は見ることがない。そこで本論文の論点である一体化したソフトウェアと
ハードウェアの価値創造において、いままさにアメリカでは電子書籍が紙の書籍の発行部
数を抜こうとしている28。この事実は何を意味しているのであろうか。ひとつの推論とし
てこのペーパーバックに対する読みにくさやハードウェアとしての価値の低さというキー
ワードがあげられる。そこで欧米における紙で出来た本の価値創造における歴史的変遷と
電子書籍への移行についての推論に対する考察をする。米国には大きく分けて２種類の書
籍が存在する。ハードカバーとペーパーバックである。これは日本の上製本・並製本と同
じで製本仕様による区分がなされている。呼称の詳細については日本の製本と同じように
ハードカバーは文字通り表紙が固い本を意味し、またペーパーバックはソフトカバーとも
28 表 13 参照
出所：リファレンス 平成21年 4月号より抜粋
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表 6【米国書籍販売高対前年比較表】れるが一般的呼称は
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ペーパーバックのままである。これは本を開いたときに中身が
きている（関根，1993）。また、ペーパーバックにはマスマーケ
レードマーケットペーパーバックが存在し、これはそれぞれロ
チャネルの違いによって呼称が変わる。マスマーケットペーパ
ラッグストアや空港の売店、量販店で売る本で、ハードウェア
ルで薄利多売とワンシーズン前のベストセラーを単行本や他の
読みたいと思っている読者をターゲットにして出版される本、
のシリーズものといった本である。このマスマーケットペーパ
本率は 40％強あるとされている（大原，2010）。一方トレードマ
は書店に並べられる仮製本仕様の本でハードカバーとマスマー
中間の役割を成し、日本の文庫本に相当する。このようにして
はあるが、マスマーケットペーパーバックは先述した通りでハ
として流通している本の為に、本は必要に応じて壊して読みた
開きにくい時は表紙を取ってしまう（大原､2010）、といった消
容的にも本というハードウェアとして持つのがはばかられるも
いコンテンツのためにソフトウェアとしての価値がないに等し
る必要はまったくないために結果的に電子書籍に移行しやすい
えるのが妥当であろう。
おける本の価値の捉え方
う企業が存在する。この企業は今までちり紙交換程度しか価値を
マンガ本や文庫本をリサイクルするという名目で新古書として新
merican Publishers（アメリカ出版社協会）Jun,15,2012より
たなジャンルづくりに成功した企業である。一度書店から売られて読者の手に渡った本を
商品として再価値評価して販売するビジネスモデルである。ブックオフにおける製品（古
書）の評価方法は、まさに本稿の主張である『本をコンテンツの価値ではなく、ハードウ
ェアの価値として捉える』という考え方と共通している。
実はこのビジネスモデルは日本で成功しても海外では成功しにくい。実際にニューヨー
ク支店は 2010 年開設されたがその後 2012 年に至るまで東海岸への新規店舗の開設の情報
は入っていない。国内の新規出店スピードからするとその遅さが際立って感じる。このビ
ジネスモデルが軌道に乗らない原因のひとつは本に対する価値観の違いで、先述したよう
に米国人にとって書物は消費という感覚であるのに対して日本は所有という感覚があるた
めにリサイクルするということに至らない。まして再販制度のない米国では売れない本は
どんどん値下げされてしまうため、リサイクルする意味が薄れてしまう（大原,2010）。
日本人は買った本は週刊雑誌のようにペーパーバックと似たような粗雑な紙で作られた
本でさえも捨てずに取っておくことが多々ある。本は粗末にしてはいけない大事なものと
いう道徳教育が行き届いている結果である。この精神的な部分、感覚的な差がリサイクル
市場を創造し下支えしている一面である。
売上高 店舗数
USA 2011/3 $5,447,741 8
2012/3 $6,342,210 6
    フランス  2011/3 €1,813,664    3 
          2012/3 €1,969,064    2 
韓国 2011/3 1,077,229 千 w 2
2012/3 885,044 千 w 1
カナダ 2011/3 $718,962 1
2012/3 $695,025 1
この表 7 はブ
フが出来た時の
起きている。こ
ていることが見
表 7【ブックオフの海外展開】
出所：ブッ44
ックオフの海外子会社における売上推移を記したものであるが、ブックオ
伸び率に対して、その伸び率は上昇していない。国によっては店舗撤収も
れらのことから欧米における紙媒体としてのハードウェアの価値は低下し
て取れる。本というものが紙で出来ていようが電子であろうがコンテンツ
クオフFACT BOOK 2012より
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の価値がすべてであることを裏付ける一つの資料と言える。また、ブックオフのビジネス
モデルの特徴の一つに買い取りシステムがある。2012 年 7 月 16 日に取材した際のオペレ
ーションでは買い取りの第一条件は在庫の有無である。過剰在庫をかかえると在庫負担が
大きくなるため、在庫が多い場合は内容の如何にかかわらず処理される。また買い取り価
格の判断基準は A・B・C でそれぞれが外観のみとなる。外観の状態が良いものほどラン
クが上がり、悪いものは無料引取りないし返品となる。すなわち、ブックオフのビジネス
モデルの根幹にあるのはソフトウェアの価値ではなくハードウェアの価値であるといえる。
ただし、ハードウェアの価値の質は、ブックオフのそれと、本稿のそれとでは大きく異な
る。やや結論を先取りした話として、ブックオフでは本の状態（汚れ、折れなど）という
ハードウェアとしての本の機能的な価値を古書評価の軸にしているが、本稿では、ハード
ウェアとしての本の在り様が、どのような意味的な（定性的・情緒的）価値を有している
かを議論しようとしている。これらの違いはあるものの、ブックオフの事例は、新刊本市
場における収益性が減少の一途をたどっているのに対して、新古書分野において古書のハ
ードウェアとしての価値に着目したビジネスモデルで収益を上げていることは、本の価値
をコンテンツとしての価値とハードウェアとしてのパッケージの価値とに分別して考える
ことの重要性を示唆していると考えられる。
第四節 並製本（簡易製本）における市場
週刊マンガから単行本マンガへの読者層の流れが加速している。図23に見るように週刊
及び月刊のコミック誌が大幅に販売部数を低下させており、逆に単行本のコミックスが多
少の増減があっても堅調に推移してきた結果 2005 年を境に逆転現象が起きている。著名な
作品の人気が集中しているがための現象である29。この急激な現象は他の媒体に読者自体
を奪われたこと以外にも理由があると考える。毎週発行されるマンガ雑誌を一日も早く手
に入れて読みたいという心理と自分の気に入ったコンテンツだけで読みたいだけで他はい
らない、あるいはそのお気に入りのコンテンツのみをじっくりとまとめて読みたいという
心理、そしてこの論考のテーマであるハードウェアの価値として B5 判の厚みのある本の
体裁自体が内容を他人から見て取れるようなプライバシーのなさとか、見せびらかす意味
29 出版研究所より
のある内容のも
あるいは軽薄短
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れない日本人の
ス面を呼び起こ
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型書店の出店が
商売にならない
て書棚を埋める
文庫本はハード
じまる書店の淘
年をピークに毎
る。このように
では賄いきれな
づけを考察する
30返本率の推
個別の返本率で
に返本が増加し
る原因の一つは
きく影響してい
籍の関係をとも
図 23【コミック推定販売額推移表】のなのかとい
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い状況である
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移として70年
は中央社が 9
ていることか
委託販売制に
る（小田,199
なって議論さ
出所：http://w46
った人によっては評価を下げる内容のものを持ちあるくこと、
持ち運ばなければいけない輸送の障害になる。すなわち意味
パーバックのように消費する本としてのハードウェアの体裁
、徐々に失われているとはいえ物を大切にするという捨てき
日本の住環境で購入することに対して否定的な心理的マイナ
えるのが妥当であろう。
年代の大規模店舗法の改正による規制緩和によって郊外型大
売れたということではなく、作る側の論理は商品棚が空では
見込みがあろうとなかろうと、ともかく書籍の製造をすすめ
させた結果、出荷額が増加したと見て取れる30。
上製本の廉価版という位置づけではあるが、2000 年代からは
なって数字も低迷している。また主要取次先の売上高も1996
続いており、出版不況に歯止めがかからない状況が続いてい
出版産業のおける価値創出、価値獲得は紙の書物の販売だけ
ことがうかがえる。次の項では広告媒体としての出版の位置
代20～30％、98年に 41％、99年 43.9％、2000年に 44.7％。
8 年に 54.5％となっていることから、出荷部数の増加ととも
らも、無理な発注があったことは明確である。返本が増加す
おける補償金の免除という好景気を背景にした金融緩和も大
9,2000,2009）（小林一博,2001）。この考察は再販制と電子書
れる問題として今後の検討課題とする。
ww.ajpea.or.jp/statistics/index.html出版研究所HPより
第五節 出版産業におけ
図26・表 16は媒体別の
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図 24【文庫本推定販売額推移表】
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広告の役割
広告費の推移を図示したものである。既存の
。講談社の2011 年 2月 23日決算発表
雑誌広告のビジネスモデルは終焉を迎えていると
単位百万円
日販 ﾄｰﾊﾝ 大阪屋 栗田 太洋社 日教販 合計
57,176 606,822 92,493 66,400 44,119 41,184 1,410,184
05,515 638,746 94,088 70,100 45,231 42,187 1,497,858
39,727 672,225 96,662 69,900 45,525 39,925 1,565,956
83,427 709,224 100,170 68,800 46,243 40,486 1,650,343
17,317 736,742 103,320 69,500 46,481 40,885 1,716,239
57,955 772,007 105,727 69,000 47,756 42,599 1,797,039
13,373 797,215 105,529 68,700 47,073 41,985 1,875,871
15,747 785,311 102,751 61,600 46,539 40,921 1,854,866
91,406 768,783 103,530 62,300 45,206 42,408 1,815,631
62,998 738,417 69,933 59,600 44,133 42,163 1,719,243
61,051 700,141 102,337 60,000 44,315 41,355 1,711,199
44,167 678,863 105,287 59,700 43,885 42,668 1,676,571
32,517 665,713 107,773 58,500 45,166 41,507 1,653,178
14,500 644,557 107,400 58,000 46,838 40,698 1,613,996
09,627 648,628 109,347 58,800 48,667 38,828 1,615,901
78,217 654,965 120,561 54,800 48,274 38,269 1,597,091
48,653 641,396 125,741 53,400 47,512 37,546 1,556,254
47,109 618,968 128,010 51,400 44,244 37,876 1,529,614
32,673 574,826 128,170 50,300 41,870 36,340 1,466,187
13,048 547,236 125,739 46,300 40,034 35,717 1,410,083
02,025 519,445 126,888 44,200 38,923 36,317 1,369,808
出版白書2010と新文化より作成
出版白書2010より
表 8【主要取次売上高推移表】
版白書2010と新文化より著者作成
新聞や雑誌といっ
の席で野間
、個人的には
考えている。厳しい環境
誌ビジネスを考えていかなければならない
関しては書物の実売部数
社は全体で3979 社（出版年鑑
収入の減少に連動した形
を牽引している講談社や
31講談
円（同
1億 1
年対比
媒体別広告費の推移（億円）
2002
総広告費 57,032
四媒体総計 35,946
新聞 10,707
雑誌
ラジオ
テレビ 19,351
プロモーションメディア広告費 19,816
ＤＭ
折込
屋外
交通
ＰＯＰ
電話帳
展示映像
フリーペーパー・フリーマガジン
衛星メディア関連
出所：電通
が続いており、販売収入、雑誌ブランド事業収入
」としている。すなわち、
による収入より広告収入で賄っていることがわかる
2009）1997年のピーク時で4612社あった
で出版社の数も減少してきている。そしてこれらの
小学館、集英社といった企業が苦しんでいる
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
57,032 58 ,571 62 ,460 63 ,311 67,779 65,316 57,571
35,946 36 ,760 36 ,511 35 ,778 35,699 32,995 28,252
10,500 10,559 10,377 9,986 9,462 8,276
4,051 4,035 3,970 3,945 3,887 4,585 4,078
1,837 1,807 1,795 1,778 1,744 1,671 1,549
19,480 20,436 20,411 20,161 19,981 19,092 17,139
19,417 19 ,561 22 ,654 23 ,359 26,886 26,272 23,162
3,478 3,374 3,343 3,447 3,495 4,537 4,427
4,546 4,591 4,765 4,798 4,809 6,549 6,156
2,887 2,616 2,667 2,646 2,738 4,041 3,709
2,348 2,371 2,384 2,432 2,505 2,591 2,495
1,720 1,725 1,745 1,782 1,845 1,886 1,852
1,559 1,524 1,342 1,192 1,154 1,014 892
3,278 3,216 3,315 3,522 3,456 3,584 3,196
2,835 3,357 2,684 3,545
425 419 436 487 544 603 676
,183 1 ,814 2 ,808 3,630 4,591 5,373 5,448
表 9【媒体別広告費の推移】
「日本の広告」より
図 26【広告費の推移】
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2010 2011
56,757 55,223
27,749 27,016
6,739 6,396 5,990
3,004 2,733 2,542
1,370 1,299 1,247
17,321 17,237
22,147 21,127
4,198 4,075 3,910
5,444 5,279 5,061
3,218 3,095 2,885
2,045 1,922 1,900
1,837 1,840 1,832
764 662 583
2,775 2,634 2,406
2,881 2,640 2,550
709 784 891
6,077 6,189インタネット広告 845 1社73期決算売上高
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440万円（前期25億
4.4％減）当期純利益
出所：電通「日本の広告
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2900 万円（前年対比0.3%減）当期純利益
算売上高1079 億 9100 万円（前年対比
万円の損失）集英社71期決算売上高1260
億 5100 万円（同32.4％減）
（1億 6400 万
2.8減）当期純損失
億9400 万円（前
第六節 成功事例
この項ではハードの価値を重視して成功した事例を取り上げることとする。一点目は宝
島社の付録つきの広告戦略である。
女性誌における出版社の経営はコアターゲットとして年齢別の編集、モデル中心の構成、
出版編集が時代のトレンドを築き上げるプロダクトアウト、広告収入による売り上げ確保
等々が経営の主軸と捉えられていた。そこに宝島社は新たな戦略として以下に主軸を置い
た経営を目指した。それはまず分野別の売上一番を目指すことでクライアントにアピール
し安定的広告収入を確保す
ることでマーケットのすそ
き書物の提案、マーケット
って新たな女性誌のドミナ
ランディングを重視してき
やブランドムック（宝島社
ていない商品を付録にする
店に向ける試みは成功して
誌ではない』すなわち自社
オフの関係ではなく、その
のはスターバックスのトー
ことである。宝島社のコア
版社が水平分業で企画編集
ら販売までを統括すること
つ』こと。会社のビジョン
ことによって部門間の誤差
宝島社のような商品開発
しての価値を限定的なもの
ることに成功し、また付録を
すなわち紙という媒体を介49
ること、従来年齢別に構成されてきた記事をボーダーレス化す
野を広げた、クライアントとのタイアップ企画としての付録付
インを主体としたエスノグラフィーによるトレンドの構築によ
ントデザインを構築してきた。特に新しい試みとして今までブ
た製品（たとえば、イヴ・サンローラン等）を付録にすること
の商標）のようなブランド自体の記事を掲載し店舗では販売し
書物や新曲の入ったＣＤを付録にすることで販売チャネルを書
いる。そのマーケティング手法は第一に『雑誌のライバルは雑
の雑誌と他社の雑誌を比較してどちらを買うかというトレード
購買層に対する価値判断に適合するかどうか、それは対抗する
ルラテといったことになる。第二に『既成概念にとらわれない』
コンピタンスはビジネス編集力と捉えている。これは既存の出
そして販売に特化しているのに対して、垂直統合による企画か
で新しい価値を創造している。第三は『わかりやすい目標をも
を共有することでベクトルを合わせて目標を明確化する。その
を修正し組織として一方向にパワーを集中できる。
は従前の雑誌企画のものと一線を画しているのはコンテンツと
にするのではなく、広い市場性を持たせることですそ野を広げ
付けることで価値の源泉がハードにあることをアピールした。
して初めて価値を創造し、獲得できる商品コンセプトを有して
いることである32。
次に紙媒体に固執し
考察する。この「デザ
ているシリーズものの
こととし、まずはこの
どこまで加工可能かと
ーでも数十に及び、日
る側は紙見本帳や既存
イスをもとにして選択
と考えた時に、この書
いう発想に製紙メーカ
が完成したのである。
の企画編集部門の人あ
はあるがハードの価値を
表紙にキラキラ光る紙
ついてしまうため、書
で他紙との差別化を図っ
回る中古価格がついて売
この本の価値創造、獲得
紙印刷製本代（印刷所に
32 東洋経済online2012
出所：宝島社ニュース50
て価値を創造している「デザインの引き出し」という雑誌について
インのひきだし」という本はグラフィック社という出版社で作られ
本で初版のみの製作で重版はしない。その理由はのちほど記述する
本の特徴を説明する。コンセプトは紙加工における機械化の限界で
いうことを実験している本である。書籍に使われる紙種は一メーカ
本国内だけでも星の数ほどある。その結果、書物を商品企画開発す
出版されている書物を参考にその中から選択するか紙問屋のアドバ
するかしかない。製紙会社はもっと効果的に売り込む方法はないか
物の企画コンセプトである本自体を宣伝のツールにしてはどうかと
ーあるいは同じ発想で自社所有の紙加工の技術を売り込むための本
マーケットは紙媒体にかかわるクリエイターやデザイナー、出版社
るいは印刷や製本の製造工務担当者といったニッチなマーケットで
前面に押し出した本としては異色である。図20の写真は第１巻で
を使用した書物で通常この紙は本の表紙に使うと製造工程上で傷が
籍製本では敬遠されてきた素材であるが、あえてこの紙を使うこと
た。結果は完売である。2012 年現在アマゾンの古本では定価を上
られている。
である販売価格は 2000円（税別）で、下記の製作経費が掛かる。
お願いする本をつくる工程すべて）・著者印税・（編集費や原稿料：
.8.13.より
レター2010.01. vol.13
図 27【宝島社発行部数推移表】
外部編集者にお願いする場
通費・宿泊代など）・デザ
心の書籍だとほとんどかか
物・材料購入費：実用系の
るには無理があるところを
とに成功した書物である。
ントである広告主から掲載
るという価値創造、価値獲
クホルダーがそれぞれの請
その加工技術や加工方法、
費を相殺するとする価値創
の影響で紙を提供した製紙
はクリエイターやデザイナ
リーズは16巻を数え、ハ
代わりに広告する媒体とし
33 参考:製本のひきだしh
博勝堂株式会社:代表取締51
出所：グラフィック社ホームページより
合など著者以外への支払い）・（取材経費：取材がある場合は交
イン料（DTP を一括して委託することもある）・撮影料（文字中
りません）・（スタジオ代：撮影が多い場合などに発生）・（撮影
本をつくる場合に発生）等々がある。実際はこの定価で製造す
広告媒体として位置付けることで製造コストを大幅に下げるこ
この発想は求人や商店の広告媒体としての雑誌としてクライア
料を請求し、情報を受信する読者は少額ないしは無料で受け取
得のプロセスと相似している。すなわちこの本に関わるステー
求するべき価格を抑える変わりに、この本に広告を出す感覚で
あるいは商品そのものをこの本に提供することで広告費と製作
造、価値獲得のモデルとして成り立っている。結果的にこの本
会社は通常の倍以上の受注に成功し、加工品を提供した会社に
ーからひっきりなしに問い合わせが入ってきた。その後このシ
ードにおける価値創造、価値獲得を技術や商品を提供する会社の
て探求していくものである33
ttp://sei-hon.jp/
役渡辺博之 株式会社高田紙器製作所：代表取締役高田照調査済
図 28【デザインのひきだし第１巻】
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第五章 考察
これまでの事例分析で書籍の価値をハードウェアの価値とソフトウェアの価値に分類す
ることの意義を示してきた。本章では、ハードウェアとしての価値とソフトウェアとして
の価値は、独立して存在しているのではなく、両者それぞれが影響し合って価値を創造し、
価値を獲得する統合的なマネジメントが必要であることを検討したい。
第一項 製本の価値
製本の機能面について明らかになったところで、その価値について考察する。
過去において紙自体が貴重な時代の本は特権階級が所有するものであり、権威の象徴とし
て存在していた。すなわち機能的な価値としては評価しがたい段階であるが、ある種の神
秘性や神話性、権威の象徴といった暗黙知的な、持つことによって意味をなす価値を形成
していた。当然、製本できる者は装幀家としてその技量が見込まれ囲い込まれた
（Pearson,2011）。
時代の変遷はイノベーションを伴ってやってくる。書物に関する技術的なイノベーショ
ンの発生、そして社会環境の変化は書物の持つ意味を大きく変えた。特に、先述した印刷
術の発明は複写技術として書物に対してというより社会に対して大きく影響した。書物は
特権階級から一般人へと普及し、知識は広範な広がりを見せ社会に貢献した。製本術もこ
の流れに乗って手工業から機械加工へと大きく舵を切ることになった。過去を遡ると西洋
ではフランス装という装幀がある34。これは本文を仕上げずに折りたたんだまま丁合いさ
れ、捨て表紙で仮接着されている。この本が読者の手に渡ると内容を一読し、蔵書として
所蔵の価値ありと判断された場合、装幀家に再度製本をしてもらう。中身を仕上げ直して
顧客の好みに合わせて表紙を設計し加工されふたたび発注者である読者の元に届くのであ
る。写真やＴＶでヨーロッパの書斎を見かけると丸背のバンド（第二章製本参照）のつい
た革装の同じような装幀の上製本が並んでいるのはこのためである。このような手加工品
の時代から、機械化の時代の変遷によって、装幀し直すことはなく、最初に作られてまま
流通するようになった。この装幀に関して本を作る側すなわち出版社側にその装幀の仕様
34 製本様式として現存はするが、上述のように仕立て直すようなことは現在日本において
行われている話は聞かない。
の決定権が消費者から生産者へ移行したことは、価値の形成にとって大きな変化であった。
日本では出版する側に装幀の決定権が移ったのは木版画が盛んになった時代からである。
装幀から製本への総称の変化はこのあたりに由来するものである（田中,2003）。
製本が機械加工されるようになると、さらに価値の変化が起き、当初は壊れにくく堅牢
な製品づくりとして上製本（ハードカバー）が作られたが、その後、糊の改良含めて機械
のイノベーションによって並製本（ソフトカバー）が、安価に出来、生産工期が短縮され、
持ち運びやすさ等の簡便さから次第に数量を増やすことになった。
（集英社週刊少年ジャンプ） （白桃書房アフターマケット戦略）（文芸春秋:鍵のない夢を見る）（岩波書店：広辞苑第六版）
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は意味的価値を顧客価値の新規性と多義性と定義している。新規
体を新たなものに変換することであり、多義性とは数字で表すこ
中，1996)であり定性的なものである。すなわち、上製本は機能的
、持つことによる価値、こだわりの価値としての意味的価値に比
機能性を重視して作られる価値を表現したものとして捉えること
工主体で、大量生産品を中心に並製本が主流となっている。しか
や辞書事典、美術書等の紙の本であるからこその価値を表現する
版されることが多い。これこそまさに機能的な価値以外の価値を
る。
による価値の違いを表したものである。週刊雑誌や漫画本のよう
置かれたものは並製本の傾向が強く、辞書や事典あるいは冊数を
学術書等は意味的な価値が高くかつ上製本仕立ての本が多い。
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解釈できるのではないだろうか。図29で
、それも極端に簡易的な製本方式を有しており
していない製本方式、つまり消費を前提とした
週刊誌に使われている紙は再生古紙であるのに
け（裏の文字が透けて見える現象）対策もしっかり
部材を使用し、それを各分野の
製造されている。しかし重量級製本に重
、対応にはそれ相応の熟練を要する作業となる
電子化との棲み分けがみえてくる。
（簡易製本） 上製本（重量級製本）
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量
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図 31【製本種別による価値の違い】
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がどのようなものであるか、そし
重量級製本 簡易製本 ⇔ 重量級製本てまた製本業の位置づけが見え
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てきた。ここでは製本という分野における価値について、特に意味的価値について考察す
る。
製本はバリューチェーンの中での出版から印刷を通してその次にくぐる位置づけとして
成り立つ業種で、印刷の陰に隠れて見えにくくなっているが、自動車産業で言うところの
組み立て工場にあたる産業である。印刷されてきた本文、表紙、付き物として見返し、本
扉、カバー、売上カード、ハガキ、腰帯等々の部材が揃って、はじめて本としての形に作
り上げられる。製本の場合は、先述した印刷のように紙の種類と大きさ、そして色数によ
ってある程度機械加工が限定される製品と違って、本の大きさ、頁数、形状がバラバラで
一つとして同じものが無いのが普通である。その結果、社内外において作業内容、製本仕
様におけるすり合わせによる工程管理が重要となる。納期に対していつ印刷物が移動され
れば工程管理上で納期対応できるか、技術レベルの統一を図るための各所における技術の
継承は基本的に OJT(On the job training)によって行われ、企業ごとに全く違った工程管理、
作業管理を行っている。また対外的にはほぼ不特定多数を相手にする商売ではなく少数特
定企業を相手にする B2B の商売であるため、ある程度の取引を通して阿吽の呼吸が出来上
がり、品質管理の注意ポイントや提供される部材（印刷物）の状態（例えば、予備枚数と
かパレット等への積み方、印刷物の出荷のタイミング等々）を顧客の特徴として汲み取り、
臨機応変に対応することが要求される。要約すると、こちらの状況と先方である顧客の状
況をすり合せながら、作業工程を組み合せて対応する製本における意味的価値が必要であ
り要求される。逆説的に考察するなら、製本の意味的価値は顧客の要求に対して自社所有
の生産設備における生産活動をすり合せることで価値を創造し獲得することである。
また、製本業の技術における歴史的変遷は手加工生産の機械化が重要なファクターで、
価値創造獲得にとっての工程イノベーションであった。実はこれが一番重要な意味的価値
になるのであるが、製本専業者の大半は手加工製本からスタートし、現在の機械化による
生産工場としての体を成している。それに対して新興企業、ここでは垂直統合を目指す印
刷産業や場合によっては出版社35の場合、機械加工ありきで設備されているため、何かト
ラブルが発生した場合、あるいは仕様変更があった場合の直しとか工程にとってのイレギ
ュラー製品（機械の標準的な使用法では対応できない製品）の製造等には対応しきれない
ことが多々起きている。先述したとおり製本工場は組み立て工場で一つの部材の不具合が
35 2012.12.講談社は自社設備として印刷製本機械を導入した。発表によるとターゲットは
300部前後の文庫本を中心とした少部数の書物だということである。
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生産をストップさせてしまう工程の為に、人的技術力による対応が非常に重要になってく
る。これこそが意味的価値として評価されるものである。これが製本専業者にとってのレ
ーゾン・デートルなのである。
第三項 まとめ
この章では、ハードウェアとしての価値とソフトウェアとしての価値は、独立して存在
しているのではなく、両者それぞれが影響し合って価値を創造し、価値を獲得する統合的
なマネジメントが必要であることをハードウェアの側面を中心に考察した。特にそれぞれ
が単体として価値を創造し、総和としているものより価値をコントロールしやすいとする
ならば、分離することによって顧客が対価を支払わない可能性があることがわかった。す
なわち先行研究でも記した willingness to pay が低いと判断される。今後その合理性ゆえ
にあるいはアトムからビットへの抗えない時代の流れによってハードウェアとソフトウェ
アが分離する場合に、改めて一体化した製品の意味的価値の重要性がクローズアップされ
てくる。それは機能的価値として劣っても実物の存在がいつでも手元にあって触れられる
安心感や持つことによるこだわりの価値といった意味的価値の追求につながる。ただし一
方では所有と消費が明確化するためにその戦略的目論見がはずれると消費側に回ってしま
い、意味的価値を具現化、実現化できずに終わってしまうことも視野に入れる必要がある。
また製造する側にとっても、意味的価値をもとめた蓄積される技術や知識、そして対外的
な折衝能力といった積み上げられる組織能力、ケーパビリティの重要性がますます高まっ
ている。
これらをまとめると、ハードウェアにおける意味的価値追求は結果的にコンテンツであ
るソフトウェアにおける価値の総和にも影響を及ぼし、今後デジタル社会になればなるほ
どその重要度は高まってくると考察される。
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第六章 インプリケーションと残された課題
ハードウェアとソフトウェアにおける一体化した価値創造プロセスにおける一般論とし
ての結論は、ソフトウェアがハードウェアの価値を規定するだけでなく、その逆も成立す
る。そしてその総和は分離した場合の価値の総和と比較すると一概に高いだけではなく、
価値の内容によって増減する。すなわち意味的価値の大小がその価値の総和に影響する。
この傾向はデジタル化が進めば進むほど顕著になるということを明示することが出来た。
今後企業にとって意味的価値を意識した活動は価値創造獲得にとって必要不可欠な要素と
なる。特にデジタル化が進みコモディティ化していってしまった業界にとっては、差別化
戦略としての意味的価値の業界分析は必須になる。
今回のケースによる情報伝達媒体である紙の書物であるが、いよいよ電子化が本格化し
てきたときに、紙媒体の成熟化の問題はますます注目されてくる。その状況が拮抗してく
ると紙媒体と電子媒体がシナジー効果を発揮するためにはまだまだその比較対象論として
の研究が必要である。例えばハードウェアにおけるコンテンツへの影響としては脳科学や
心理学、認知学といった記憶や知識の集積にとって、効果があるのは電子なのか紙なのか
といった考察は未知数である。またハードウェアにおける価値づくりでは工業製品化しつ
つある中での製品管理の問題や技術の継承、そして評価軸のあいまいな意味的価値の維持
のために結果的に ART の分野になることで、工業製品としての規模の経済による価値創
造獲得にはなりえなくなってしまう可能性が出てくるのではないかと思われる疑問が残っ
てしまう。また、川上分野における垂直統合や同業他社による水平統合の問題、後継者難
による技術の継承の問題、あるいはこれらに関わるアライアンスや M＆A といったシュリ
ンクしていく業態の中で必然的に起きる問題は、今回成熟化という内容を一部で触れたが、
ほとんどその回答を得るところまでの知見は得ていない。
またグローバル化が叫ばれる中で、出版・印刷・製本といった既存の紙メディアに関連
している日本国内の業界の品質管理や基準といったものが、国内のみに対応するものなの
かあるいは十分海外でも通用するものなのか、諸外国との比較あるいは海外進出の可能性
に関して、コンテンツ産業としてのガラパゴス化という議論が指摘される。
これらの議論を含めて今後ますますクローズアップされる各種の内容の検証については
今後の課題としたい。
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